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『だから あなたが祈るときは』 

【３日目 具体的に祈る】 
 

 

具体的に祈る 

私の息子は相場よりかなり安い価格で家を手に入れましたが、間取りも狭く、状態も良いとはいえない

ものでした。彼は家族のニーズに合わせて家をリフォームする必要がありましたが、建築資材の価格は高

騰しており、資金が不足して家の工事を断念せざるをえない可能性があることを何度も口にしていまし

た。 

私は息子に、すべての必要を神様に祈りで伝えるように言い、具体的に祈ることを勧めました。明日の

ことや来月の必要を今日祈るのではなくて、今日必要なことを今日祈るのです。なぜなら神様は私たちの

具体的な必要に、具体的に答えてくださるお方だからです。神様は慢性化した祈りにはお答えになりませ

ん。 

神様に向かい「主よ、隣人をお救いください」と祈るのではなく、「主よ、◯◯さんをお救いください。

どうか彼の心に触れてください。彼と良い関係を築き、福音を伝える機会を与えてください」と祈るので

す。マルコによる福音書 10 章 47 節では、バルティマイがイエスに助けを求めています。「ダビデの子イ

エスよ、私を憐れんでください。」これはありふれた願いです。一方でイエスは 51節で、彼に具体的に問

われます。するとバルティマイは「先生、目が見えるようになりたいのです」と答えました。 

家を購入した息子の話に戻りましょう。息子は具体的に、家の基礎を修復するための穴を掘る業者が見

つかるように助けてくださいと祈り始めました。しかし連絡をとった業者は何ヶ月も先までスケジュー

ルが埋まっていて、費用も 18,000ドル～22,000ドルと非常に高額なものでした。最終的に息子はひとつ

の業者と交渉し、16,000ドルという費用で、翌週工事に来てもらうことになったのです。 

 

ところが当日になって重機が到着せず、結局何もできないまま一日が終わってしまいました。業者は、

向こう三ヶ月間は工事のスケジュールがいっぱいだと言い残してさっさと帰ってしまいました。意気消

沈した息子は、安く穴を掘ってくれる業者が早急に与えられるようにもう一度神様に祈ったのです。 

祈りが終わらないうちに、隣に住む男性が彼のもとに近づいてきました。「やあ、調子はどうだい？」

彼は息子に話しかけました。息子は、家の基礎を修復するために穴を掘ってくれる業者を探しているんだ

と話すとその人は、今ちょうど自分の家に業者が来ているから、聞いてみたらどうかというのです。息子

は急いで隣の家を訪れ、自分の家で穴を掘ってもらうことはできないかと尋ねました。すると業者は「重

機はあるから、ここが終わったら君の家に行ってあげるよ」と快諾してくれました。恐る恐る費用につい

て相談すると、ついでだから 2500 ドルで請け負ってくれると言うのです。何というタイミング、何とい

う摂理でしょう！ 神様はすでに息子の祈りの答えを用意しておられ、彼がそれを祈り求めるのを待っ

ておられたのでした。 

 

「祈りとは、友だちに語るように、心を神に打ち明けることです。」（『キリストへの道』改訂第 3 版文

庫版 131ページ） 神様は、あなたが心を開いて神様と対話し、あなたの必要を具体的に求めるように願

っておられます。神様はあなたが信仰をとおして、神の愛や知恵、みことばの約束に基づいて答えを期待

するようにと望んでおられるのです。神様はご自分のタイミングと方法で私たちに答えてくださいます。

もし信仰をもって神様の答えを待ち望むなら、それが最善であることに気づきます。共に祈りましょう。 

 

祈りのグループの種類や、祈る方法はさまざまです。今から 30～45 分間、聖霊に導かれるままに、一

致した祈りの時間を過ごすことをお勧めします。以下は、御言葉に基づいて祈る祈りの一例です。 他の

聖句を読んで祈ることもできます。祈りのアイディアについてはリーダーズガイドをご覧ください。 

 

 

2025年１月 10 日(金) 

「また、あなたがたが祈るときは、異邦人のようにくどくどと述べてはなら

ない。異邦人は、言葉数が多ければ、聞き入れられると思い込んでい

る。彼らのまねをしてはならない。あなたがたの父は、願う前から、あな

たがたに必要なものをご存じなのだ。 」 

（マタイによる福音書 6章 7節、8節） 

【テーマ聖句】 
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【さらなる祈りの提案】 

感謝と讃美： 与えられた祝福を具体的に感謝し、神の恵みを賛美する 

告白：  数分間、個人的な告白を行い、神の赦しに感謝する 

願い：  現在の課題や決断に知恵を与えてくださるようにお願いする 

教会のために： 私たちの教会、地域の教会、世界中の教会の働きを神が祝福してくださるように 

祈る 

人々の必要のために：教会員、家族、隣人の必要のために祈る 

静かに耳を傾け、応答する： 静かに神の声に耳をかたむけ、賛美と歌で応答する時間をもつ 

 

 

 

【神のみ言葉によって祈る】 
 

「また、あなたがたが祈るときは、異邦人のようにくどくどと述べてはならない。異邦人は、

言葉数が多ければ、聞き入れられると思い込んでいる。彼らのまねをしてはならない。あな

たがたの父は、願う前から、あなたがたに必要なものをご存じなのだ。」 

（マタイによる福音書 6章 7節、8節） 

「くどくどと述べてはならない」 

神様。友としてあなたに語りかけることを教えてください。しばしば私たちの祈りはありふれ

たパターンに陥り、祈りの言葉が天井より高く届いていかないように思えてしまいます。私たち

を霊的に目覚めさせてください！ 私たちのすぐそばにあなたがおられることを感じられるよう

にしてください。 

 

「父は、あなたが必要としているものを知っておられる」 

愛する主よ。あなたは私たちのすべてをご存知です。私たちの恐れも願いも、長所も短所も

ご存知です。私たちはしばしば、食べ物やお金や成功のような一般的な願いをしてしまいます

が、神様は私たちが最も必要としているものを知っておられます。言葉では言い表せないよう

なうめきをもって、御霊が私たちのために執り成してくださることを感謝します。神様が私たち

の想像をはるかに超えて祈りに答えてくださることを信じます！ 


